
 

 

                                                       

 

 

 

  

都立高校を受検する場合は推薦入試では全員、一般入試では面接のある学校を受検する人は出願時に

自己ＰＲカードを提出します。面接のない都立高校を受検し合格した人は、合格手続き後に提出します。

また、私立高校しか受験しない人も「志望理由」や「中学校生活を振り返って自分がアピールしたいこ

と」を整理することは面接試験などにも役立ちます。今回の「進路だより」はそんな自己ＰＲカードに

ついて紹介します。 

 

自己 PR カードの記入上のポイント 

 

《書き方の基本》 

① 志望校が求める生徒像に合わせて内容を考える。 

都立高校については学活 classroom に「本校の期待する生徒の姿」へのリンクがあります。 

それ以外の高校については、志望校のホームページを

検索してください。 

② 思いついた志願理由・自己 PR を箇条書きにする。 

③ ②をもとに書く優先順位を考える。２つ、３つの話題

にしぼる。欲張
よ く ば

ってたくさん書いて話題が分散しない

ようにする。とくに項目２の「中学校生活の中で得た

ことについて」は、調査書との整合性が求められます

ので十分に注意して書きましょう。 

④ 記入欄のサイズに合わせて文章の量を調節する。 

書かれている内容はもちろん、字の丁寧さも求められ

ます。余白を作らない適切な字の大きさや文字数、改

行の仕方など仕上がりの状態が大切 

になります。１項目６行が目安です。 

 

《書類を書くときの基本的なルール》 

① 定規を使って、鉛筆でうすく段落
だんらく

罫線
けいせん

を引く。 

② 鉛筆でうすく下書きをする。 

③ 黒のボールペンを使い、書く。※消せるボールペンは不可 
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自己ＰＲカードは得

点化されませんが、面

接の質問の参考にされ

るものです。 
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も参考にしてください。 



④ 言葉づかいや文字は丁寧に。  

⑤ 誤字・脱字がないようにする。 

⑥ 記入欄のサイズにあった分量をかく。 

⑦ なるべく漢字を使う。 

⑧ ボールペンが乾いてから下書きを丁寧に消す。 

 

《記入内容のポイント》 

① 体験やエピソードは具体的に書く。 

② 高校入学後の生活や将来の夢に結びつくように書く。 

③ 自分の言葉で入学への熱意や意欲を書く。 

④ 最後の文は前向きな姿勢で締めくくる。 

 

～以下の事柄を参考にして、実際に書いてみましょう！～ 

 

１ 志望理由について 

なぜその高校でなければならないのかを、各都立高校が提示している『本校の期待する生徒の姿』を

参考にしながら具体的に書こう。ただ「勉強をがんばりたい」と書くのは不十分です。なぜその勉強に

力を入れたいのか、中学時代の実績や将来の夢と関連させて書くのがポイントです。 

 

２ 中学校生活の中で得たことについて 

３年間の中学校内外の生活（３年間継続したものならさらによい）の中でとくにアピールしたいもの

を選んで書きましょう。その活動を通じて得たもの（技能面に限らず、自信や信頼、苦労や達成したと

きの喜びなど）を具体的に記入しよう。 

 

３ 高等学校卒業後の進路について 

高校によっては、４年制大学への進学を目指すことを『本校の期待する生徒の姿』に記載されている

場合もあります。将来の具体的な夢や目標が決まっていなくても理科系や文科系、○○方面への進学を

考えているぐらいのことは書けるようにしましょう。 

 

 

[自己ＰＲカードの提出] 

◇都立推薦入試 １月７日（金）厳守（下書きは１２／20（月）提出） 

◇都立一次入試の面接の実施される学校 １月２7 日（木）（下書きは１／１7（月）提出） 

◇上記以外の都立受検者 ３月３日（木） 

過去に多い書き間違いは、 

①最初の段落行のはじめに１マス空けていない。 

②文中の接続詞「なので」を文頭に使ってしまう。 

③「意外」と「以外」の漢字間違い。 

などがありました。 


